
 

 

発達支援だより 

 

202６年５月 向陽台保育園 

 

風薫る５月になりました。早いですね。大型連休の方も、そうでない方も、嵐のような…入園、進級

…環境変化の１か月だったと思います。お休みの間に、帰省したり、家族旅行をしたり、家でゆっく

りしたり…皆さんのリフレッシュの時間になるといいな、と思います。 

今回のテーマは 

「食べることの悩み」           です。 

 

お子さま達の身体は、１日１日、背が伸び、体重が増えていっています。

日々食べたものが、血となり、筋肉となり、骨となっていきます。そん

な大切な成長期に、バランスよく質のよい物を食べて欲しい！ところが

なかなかそうもいかない！ 

食べることは１日３回…保育園では、おやつの時間もあるので４回

向き合わなくてはなりません。けれども、乳幼児期には「量を食べ

てくれない…こんなに少食でいいの？」「野菜を全く食べてくれな

い」「白いご飯しか食べない」「牛乳が飲めない」…こんな姿がたく

さんみられる時期でもあります。 

 

「食べる」ということは、色々な身体の機能が必要です。 

①目で見て 自分の食べるものを認識して、そこに注目する必要があります。 

②手でつかんで（食具を操作して） 目で食べ物までの距離などを把握しながら、手を伸ばして

つかむ、または、食具を操作する必要があります。手だけではなく、姿勢を保持して、肩を自

由に動かす必要があります。 

③口に入れて 自分の身体の部位の位置を感じながら、手を口に持っていきます。 

④よく噛んで 歯や歯茎で噛みます。 

★この時、歯や歯茎だけではなく、舌で口の中の食べ物を噛みやすいように歯の

上に送ったり、舌でうまくまとめて飲み込んだりする作業があります。 

⑤飲み込んで 嚥下といわれる作業です。乳幼児では、まだ喉が細いので、飲み込むのが難しい

時もあります。 

 

また、「食べる」「食べない」に関わる要素は、身体の機能の他にも、見た目、匂いや温度、状況の雰

囲気、本人の身体のコンディションなど、たくさんのものがあります。 

園でのお子さま達の様子を観察していると、前出★の部分…お口の中に食べ物が入っている段階…お

口の中の感覚（舌や口腔内の触感覚）での拒否も多くなってきているようです。 

 

私たちは、何か得体の知れないものに触る時、触るのが怖くて拒否したり、触っても「きゃっ」と手

を引っ込めたりします。まだ、お口の中の「触れる」機能が成熟していないと、ほとんどが得体の知

れないものだったり、生理的不快を感じたりすることがあります。フ

ライの衣を痛い、と感じるお子さんもいるようです。 

また、そういう不快感があると、自分が目で見て安心できるものだけ

に、こだわる場合もあります。白いご飯しか食べない、というお子さ

んも増えていますが、それは白いご飯が安心材料になっている、とい

うことです。 

 

生理的不快感を「食べなさい」と強要されるのは苦痛にほかならない      。食事の時間が怖くなって

しまいますね。促す声かけはしながらも、寛容に明るく楽しく見守る方が良さそうです。また、食事

の全体量が摂れず、成長曲線を下回るような場合は、お菓子でもジャンクフードでも大丈夫。まずは

「食べるって楽しい」を作れたらと思います。 

 

こういう拒否やこだわりは、人として、自分の命を守ろうとする機能でもあります。（異物を排除し

ようとする防衛反応）目で確かめて、入ってきたものの感触を識別して安心して摂り込めるようにな

ると、食べることができるようになります。  ⇛ 触覚が育ってくると解消されます！ 

 

？？？ 触覚が育つってどういうこと ？？？ 

ここは、残りのこの少ない紙面…いやいや画面？では説明することが難しい      。 

けれども、爪切り、耳かき、散髪、歯磨きへの強い拒否や、洋服へのこだわり、帽子の拒否などがあ

る場合は、お口の中の触覚の過敏さと関係しています。触覚を意識して育てていく必要がありそうで

す。ここは次号で解説します！ 

 

日々できることとしては 

● 食事の拒否は強要しない。（楽しそうに美味しそうに大人が食べている姿は見せる） 

● 活動量を増やす（単純にたくさんお腹をすかせてもらう） 

● 提供する「もの」、「量」を食べきれるものにして「完食した！」達成感を味わう。褒める！ 

● 食への興味を培う（野菜を育てる、一緒に調理するなど） 

みなさんのご家庭でも実践されていることと思います。 

                         ということで、触覚について、次号で！ 

ご一読ありがとうございました。最後まで読んでくださったことに感謝します。 
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